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秋の 夜の 長い 頃であった。 わたしが 例の ごとく 半 七 

老人 をたず ねて、 面白い 昔話 を 聴かされて いると、 六 

畳の 座敷の 電灯が ふ つと 消えた。 

「あ、 停電 か」 

老人 は 老婢を 呼んで、 すぐに 蠟燭を 持って来させた。 

あんどう 

「行灯 や ランプと 違つ て、 電灯 は 便利に 相違ない が、 

時々 に 停電す るの が 難儀です ね」 

「それでも お宅に は、 いつでも 蠟燭の 用意が あるのに 

は 感心し ますね」 と、 わたし は 云った。 



人の 口に 戸 は 立てられ ぬの 譬えの 通りで、 誰の 口から 

どう 洩れる もの か、 その 噂 はもう 世間に ぱっと 広まつ 

て いました」 

その 年の 四月 二日の 夜 も、 やがて 四ッ (午後 十 時) 

に 近い 頃で ある。 両国 橋の 西寄りに 当って、 人の 飛び 

込んだ ような 水 音が 響いた ので、 西 両国の 橋 番小屋 か 

ら橋番 のお やじが 提灯 をつ けて 出た。 両国 橋 は 天 保 十 

年 四月に 架け 換えた ので あるが、 何分に も 九十 六 間の 

長い 橋で、 昼夜の 往来 も繁 しい 所で あるから、 十七 年 

目の 安政 二 年に は 所々 におび ただしい 破損が 出来て、 

人馬の 通行に 危険 を 感じる ようにな つたので、 ことし 



が 飛び込ん だか、 或いは 投げ込まれ たに 相違ない と 

云った。 但し 暗夜の ことで あるから、 不完全の 仮橋 か 

ら何か 粗相で 墜落した のか も 知れない。 いずれに して 

も、 男 か 女 か、 その 人間の ゆくえ は 判らなかった。 

それから 六日 目の 朝で ある。 神 田 三 河 町の 半 七の 家 

の 裏口から、 子分の 幸 次 郎が眼 を ひからせながら は 

いって 来た。 

「お早う ございます。 早速です が、 親分、 両国の 一件 

を 聴きました かえ」 

「両国の 一件 …… 。 四、 五日 前の 晚に 誰か 落ちた とい 

う じゃあね え か。 あの 長げ え K 橋の まん 中に、 提灯 一 



ないでも 無かった。 その 時代の 習慣と して、 男 を 見 殺 

しにした よりも、 女 や 子供の 弱い者 を 見殺しに したと 

いう ことが、 余計に 不人情と 認められ たからで ある。 

しかし 今の 半 七に 取って は、 そんな 詮議 はどうで も 

よかった。 彼 は 重ねて 訊いた。 

「その 晚 はま あそれ として、 その後に も 別に 気の 付い 

たこと は 無かった かね」 

「それが ねえ、 親分」 と、 久八は 声 を 低めた。 「実はす 

^ J し 変 だと 思う ことが 無いでも ない ので …… 。 その 明 

くる 日の 朝、 ようよう 夜が 明けた 頃に、 ひとりの 男が 

仮橋の 上に 突っ立って、 暫く 水の 上 を 眺めて いたので 



「ふうむ。 そんな ことがあった のか。 そこで、 その 男 

は どんな 奴 だ」 

「もう 四十 近い、 色の 浅黒い、 がっしりした 男で、 ま 
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ん ざら 野暮な 人で も 無い ような ふう をして いました。 

勿論、 別に 証拠が ある わけ じゃあありません が、 ひよ つ 

とすると 死骸の 女の 亭主で …… 」 

「爺さん、 偉れ え」 と、 幸 次 郎は啄 を^ I れた。 「おれ も 

其の 話 を 聴いて、 すぐにそう 思った。 世間に よく ある 

奴で、 女 は 夫婦喧嘩 でもして 飛び込ん だの かも 知れね 

え。 それにしても、 やっぱり 判らね えの は 金の 蠟燭… 

…。 どうして そんな 物 を 抱えて いたかな」 



「それが 判り や あ 仔細 はねえ」 と、 半 七 はに が 笑いし 

た。 「いや、 判らね えと ころが 面白い のか も 知れね え。 

その 男 はきょう も 来た かえ」 

「きょうは まだ 見えない ようです」 と、 久八は 答えた- 

「死骸が 揚がって しまったので、 もう 来ない のか も 知 

れ ません よ」 

「むむ」 と、 半 七 は 薄く 眼 を 瞑 じて 考えて いた。 「その 

男 は 西から か 東から か、 早く 云えば 日本 橋の 方から 来 

たの か、 本 所の 方から 来たの か、 それ も 判らね え かね」 

「いつでも 柳 橋の 方から 来る ようです から、 あの 辺の 

人 か、 それとも 神 田 か 浅 草で しょうね」 



ねえが、 おれの 天眼鏡の 方が 見 透し の 害 だ。 おい、 ど 

うだ。 おれに も 幾らか 見料 を 出しても よかろう」 

「恐れ入りました」 と、 お 光 はふる えながら 微かに 答 

えた。 

「おい、 幸」 と、 半 七 は 笑った。 「恐れ入り ましたと 云 

う 以上 は、 弱い者い じめ をし ちゃ あいけ ねえ。 これ か 

ら はお 互いに 仲良くす るの だ。 そこで、 お 光。 その 旦 

那 というの は 何処の 人 だ」 

たまち 

「田 町で ございます」 

「浅 草の 田 町 だな」 

そ «J すり 、—なり 

「はい。 袖摺 稲荷の 近所で …… 」 



なって いて、 鬼の ような 顔 をして 旦那 を 睨んで、 この 

野郎め、 おぼえて いろ、 あたしが 死んでも、 蠟燭が 物 

を 云う ぞ 」 

r 蠟燭が 物 を 云う ぞ …… 。 女房が そんな こと を 云った 

のか」 と、 半 七 は 訊き返した。 

「云いました」 と、 お 光 はうな ずいた。 「そうして、 あ 

たし 達 を 突きの けて、 跣 足で 表へ 龃け 出して しまい ま 

せせ 

した。 旦那 は 平気で 冷ら 笑って、 あいつ は 陽気の せい 

の ぼ 

でち つと 取り 逆上せて いるの だ。 あんな 気違いに 構う 

な、 構うな と 云って、 相 変らず お 酒 を 飲んで いました 

が、 そのうちに ふいと 気がつい たように、 急ぎの 用 を 



お 由 は 無言であった。 

「隠しち や あいけ ねえ。 おかみさん は 本当に 二日の 晚 

から 帰らね えの だろう」 

お 由 はや はり 無言で あつ た。 半 七 は 舌打ちしながら 

幸 次 郎を見 かえった。 

「また 両国と 同じ 芝居 を 打た にゃあなら ねえ。 女を嚇 

かすの はおめ えに 限る。 まあ、 頼む よ」 

四 

し +P- つ さ 

お 由 は 下 総の 松 戸の 生まれで、 去年の 三月から この 



「本 所から は 増さん という 人が 時々 に 見えます が、 家 

は どこに あるの か 存じません」 

「おかみ さんの 駕籠 は 辻 倉 だ ね 」 

「そうで) J ざ います」 

「じゃあ、 表の 辻 倉まで 行って 来て くれ」 と、 半 七 は 

幸 次郎に 云いつ けた。 「二日の 晚に ここのお かみさん 

を 担いで 行った 駕籠 屋を 調べて、 本 所の どこまで 送つ 

たか 訊きた だして 来る の だ」 

幸次郎 はすぐ に 出て 行った。 その 帰る の を 待って い 

ひま 

る 間に、 半 七 は 家内 を 見 まわる と、 寄付き、 茶の間、 

なんど いつま 

座敷、 納戸、 女中 部屋の 五 間で、 さすが は 小金で も 貸 



男 世帯で ある。 腕 は なかなか にいい 職人で あるが、 女 

房 をな くしてから 道楽 を 始めて、 諸方に 義理の 悪い 借 

金が 出来たら しいと いう。 それで 大抵の 見当 も 付いた 

ので、 二人 は錯屋 へたず ねて 行く と、 小僧が ぼんやり 

と 店に 坐って いて、 親方 は 二階に 寝て いると 答えた。 

呼び おろされて 出て 来た 增蔵は ほろ よい 機嫌で あつ 

たが、 これ は 山出しのお 由と ちがって、 江戸 生え抜き 

の 職人で ある だけに、 半 七ら が 唯の 人で ない ことに 早 

くも 気がつい たらしく、 俄かに 形 を あらためて 丁寧に 

挨拶した。 

「わたくし は 増 蔵で) J ざいます が、 なん ぞ 御用で ，1 J ざ 



レます 力」 

「おれ は 三 河 町の 半 七 だが、 内の 者 はま だ 誰も 来ね え 

かね」 

「いえ、 どなた も …… 」 と、 増 蔵 は 不安ら しく 相手の 

顔 をみ あげた。 

「まだ ここらまで は 廻って 来ね え か。 遅い 奴ら だな。 

じゃあ、 すぐに 御用に 取り かかろう。 本来なら ば番屋 

へ 引っ張って 行く の だが、 近所の 手前 も あるだろう か 

ら、 ここで 訊く ことにす るよ」 

小僧 を 奥へ 追い やって、 半 七 は 店に あがり 込んだ。 
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よも やと は 思う ものの 野暮に 立ち騒いだ らば 直ぐに 押 



れ るから、 幾つかに 分けて 方々 の 地金 屋へ 持って行つ 

て、 相当の 相場で 売って 来て くれ。 その 働き 賃には 今 

までの 借金 を 帳消しに する ばかりでなく、 相場に よつ 

て は 又 幾らかの 手数料 を やる というの です。 わたくし 

も 慾が 手伝って、 無分別に 請け合って、 一本の 蠟燭を 

あずかって 帰って、 念のために 蠟燭の 横っ腹へ 小さい 

穴 を あけて 見る と、 なるほど 金が はいって いるので す _ 

きんむく 

金無垢の 伸べ 棒 を 芯に した 蠟燭 … … 不思 議な 物 も ある 

もの だと 思う に 付けて、 わたくし は 又 急に 気味が 悪く 

なりました。 宗兵衛 という 人 はどうして こんな 物 を 

持って いるの だろうと、 翌日 また 出直して 仔細 を 訊き 



男 は 日の 暮れる 頃まで 起きる ことが 出来ない。 だんだ 

んに 容態が 悪くな つて 来る らしい。 その 頃の ことです 

から、 近所に 医者 もない ので、 夫婦 は 有り合わせの 薬 

なぞ を 飲ませて 介抱した。 そこ は 人情で、 夫婦 も 見識 

ら ない 旅の 男 を 親切に 看病して やったら しいんです。 

その 看病の 効が あつたの か、 一時 は むずかし そうに 

見えた 病人 も、 明くる 朝から だんだんに 落ちついて、 

その 日の 午 飯に は 粥 を 食うよう になった ので、 まあ 好 

かった と 喜んでい ると、 七ッ 下がり (午後 四時 過ぎ) 

になって から、 旅の 男 はもう すっかり 快くな つたから 

発つ と 云い 出した。 秋の 日 は 短い、 やがて 暮れる とい 



折られても、 老人 は 別にい やな 顔 を 見せなかった。 

「その 男の 云った 通りに したならば、 夫婦 も 余計な 罪 

を 作らずに 済んだ のか も 知れません が、 折角 くれた 蠟 

燭を 今す ぐに 使って はいけ ない と 云う。 それが 何だか 

おかしい ばかりでなく、 その 蠟燭が あんま リ重 いので、 

夫婦が 不思議が つて 眺めて いるう ちに、 どっちの 粗相 

だか 土間に 落として、 そこに ある 石に かちり と あたる 

と、 蠟は 砕けて 芯が 出た。 それが 金色に 光った ので、 

夫婦 は 又お どろき ました。 それが 即ち 金の 蠟燭の 由来 

…：- J 

「その 旅の 男と いうの は 何者です か」 



というので、 もう 一 言 もな く 恐れ入って しまいました- 

そこで、 だんだんに 調べて みると、 宗兵衛 は 前の 晚に 

うち 

田 町の 家 を 出て、 東海道 を 行って は 足が付く と 思った 

ので、 中 仙 道 を 行く ことにして、 その 晚は板 橋の 女郎 

屋に 泊まつ たんです。 明くる 朝、 そこから すぐに 発て 

ばいい のに、 例の 宫 戸川のお 光に 未練が あるので、 も 

う 一 度 逢つ て 行きたい ような 気になって、 そこから 又 

引つ 返して 馬 道へ 来たが、 なんだか 近所の 人達が 自分 

を じろじろ見て いるよう な 気がする ので、 思い切って 

露路 のなかへ はいる こと も 出来ず、 いっそ 日が 暮れて 

から 尋ねて 行こうと 思 つ て、 あても 無しに 其処ら をう 



があろう とも、 表向きの 詮議 は 出来ません。 江戸の 幕 

府の 役人た ちに 蠟燭を 贈った なぞと いう ことが 世間へ 

知れて は、 その 屋敷の 大 迷惑になります から、 何事 も 

泣き寝入り にして、 闇から 闇へ 葬る の ほか はない。 そ 

れを 承知で、 持ち逃げ をした 奴 も ある わけです。 昔 は 

そういう たぐいの 秘密が いろいろ ありました。 いや、 

今日で も 『珍 物』 なぞと いう 贈り物が あると か 聞いて 

ヽ、 4^,6 ^9 か 13 ま ま ま ま ま 

ついでに 申し上げ ますが、 御金 蔵 やぶりの 藤 十郎と 

富 蔵 は、 安政 四 年 二月 二十 六日に 召し捕られ、 五月 十 

三日に 千 住の 小塚ッ 原で 磔刑に なりました。 わたくし 
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